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講師 自己紹介

• 昭和57年生まれ

• 福岡県出身

• 平成13年 宮崎大学農学部獣医学科 入学

• 平成19年 宮崎県農業共済組合連合会（NOSAI連宮崎…現NOSAI宮崎）

• 就職後、2-3年目は都城で和牛中心の個体診療、その後家畜共済事業を担当し、
現在は養豚専門獣医師として従事



宮崎県の紹介

県の人口：107.3万人
温暖な気候風土

宮崎県農業・水産業ナビひなた MAFiN HPより



本日の内容

•養豚獣医師について
• 取り巻く状況と求められる役割
• 実際の業務内容

•飼養衛生管理基準への対応

•将来のために



養豚獣医師について

• 養豚の臨床獣医師

開業

系統

農場勤務（大規模）

行政

NOSAI・・・専門部署は宮崎のみ

産業動物獣医師のほとんどは牛の診療が中心

NOSAI宮崎
養豚獣医師/総獣医師数

4/120

でも、確かなニーズはあります。



取り巻く状況と求められる役割
飼養戸数の減少
一戸当たり飼養頭数の増加
経営形態の転換：複数農場の展開（マルチサイトなど）
高生産性母豚の普及：繁殖成績の向上
飼料費の高騰
家畜伝染病への対応：飼養衛生管理基準・・・後半で

養豚獣医師について

疾病対応プラスアルファの対応が求められるように



農林水産省 畜産・酪農をめぐる情勢 令和4年1月



肥育農場①
繁殖農場①
母豚430頭

子豚
移動 出荷

繁殖農場②
母豚800頭

肥育農場②
子豚
移動

出荷

複数農場経営の一例

 経営規模大きく

 家族経営から、雇用を伴う
経営へ移行

 県をまたいでの展開も
 疾病保有状況も異なる



母親の乳房乳頭の数
7～8対＝14～16個

⇒出生子豚

10～15頭

多産系母豚の普及
20頭程分娩する母豚も！

母豚の給餌量や里子管理など求め
られる技術が高度化

高生産性母豚の普及
繁殖成績の向上

平成20年ごろ
哺乳開始頭数・・・約10頭
離乳頭数・・・約9頭



実際の業務内容

毎月1回の定期巡回

家畜共済と別途契約を締結（未加入でも）

4名の獣医師体制で約50経営体と契約しています

※牛担当の獣医師で関わっているメンバーも

基本的に1日1農場

・・・実質、獣医師一人当たり15農場が目安に？

経営体の状況に応じて獣医師のペアリングで対応も実施

緊急対応（事故頭数の増加等）もあり



農場チェック

繁殖検診

疾病モニタリング

ミーティング

投薬指示

勉強会など

各ステージの問題点や前回対策の結果をチェックします。

不受胎豚のピックアップや治療方針を提案します。

必要に応じて検査等を行い疾病の動きを診断します。

農場の状況からプログラムの見直しや改善点を提案します。

巡回時の診断に基づき、投薬指示を行います。

それに伴い、指示書を発行します。

ご要望や農場の状況に応じて、農家との勉強会や農場

成績等の検討も行います。



• 薬剤は積んでいない

• 検査・診断用の器具

• 解剖刀、簡単な処置器具

• 念のための着替え

• 環境測定機器

• 消毒薬

• エコー

診療車の中は…



飼養衛生管理基準への対応



• 2010年 4月20日

• 297,808 頭
（牛 69,454 頭、豚 227,949 頭、その他（山羊、羊、イノシシ、水牛等）405 頭）

• 患畜・疑似患畜210,714頭
• ワクチン接種畜87,094頭

• 1,362 農場
• 発生農場 292戸（他関連農場23戸）
• ワクチン接種農場 1,047戸

宮崎で発生した口蹄疫



農林水産省HPより





日本の置かれている状況は

明日、自分の診療区域で、または担当農場で

家畜伝染病が発生してもおかしくない！

リスクが迫っている

リスクのど真ん中



取組の目的ごとに下記のⅠ～Ⅳに体系化。また、そ
れぞれの体系について、防除対象とする感染源の種
類（人、物品、野生動物、飼養環境、家畜）ごとに項目
を分類。

Ⅰ家畜防疫に関する基本的事項

Ⅱ衛生管理区域への病原体の侵入防止

Ⅲ衛生管理区域内における病原体による汚染拡大防止

Ⅳ衛生管理区域外への病原体の拡散防止

主な改正項目（豚等）

①管理者を飼養衛生管理者に修正（Ⅰ－１、５）

②飼養衛生管理に係るマニュアルに野生動物の衛生管理区域内への侵入防
止を追加（Ⅰ－３）

③大臣指定地域の対象疾病を明記（Ⅰ－７）

④畜舎を、家畜を収容できる避難用の設備に修正（Ⅰ－９）

⑤飼料安全法に基づくことを明記（Ⅱ―21）
⑥大臣指定地域に指定された場合の放牧場における取組を追加（Ⅲ－29）



改正をどうとらえるか

最低限 ～べき 義務付け

押し付けられている印象に…

国
都道
府県

関係者 生産者

単なるルールではなく、家畜伝染病から守るツールの一つ



臨床獣医師は何をすべきか



「管理獣医師」

• もともとは「大規模要件」
小さい農場での発生

無獣医（または指示書獣医師）の農場

基準Ⅰ‐６ 獣医師等の健康管理指導

農場ごとに担当の獣医師または診療施設（家畜保健衛生所と緊密に連絡を行って
いる者又は施設に限る）を定め、定期的に・・・指導を受けること

農場の状況を畜主の次に把握しているのは私たちでは？

数が足りない？はたまた十分？
他の場での議論も必要。でも、今のタイミングで機会を逃すわけにはいかなかった。



• 「かかりつけ獣医師」？

「管理獣医師」

「健康に関することを何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介
してくれる身近にいて頼りになる医師のこと」をかかりつけ医と呼んでいます

日本医師会HPより

日本医師会が行った調査※によっても、かかりつけ医を持っている人は受けた医療に
対する満足度が高く、検診の受診率も高いという結果が出ています。
※第4回日本の医療に関する意識調査

同上



かかりつけ獣医師として…

基準の順守（伝染病の防止）のために
生産者の状況を十分に把握したうえでサポートする

何が求められているのか？どう対応すればいいのか？を
農場にフィットした形での提案

家畜伝染病以外の農場内＆農場外防疫にも役立つはず

我々以外にはできないこと！



実際の現場







消毒を過信しない

• 消毒は有用なツールではあるが、絶対ではない。

• 濃度・温度・有機物はキーワード

病原体の存在をリセットする方法・・・

消毒ではなく交換！



発泡消毒
消毒薬濃度が高い(発泡させるため)
長時間付着できる

消毒液の付着を目で確認しながら作業できる

ある程度の有機物があっても対応可

車両・ローダー等や
畜舎消毒にお勧め



農場による差が大きい

• 取り組む姿勢・意識

特に宮崎県では口蹄疫の経験から生産者・地域による差が大きい

• どちらに合わせる？



2010年 口蹄疫の記憶

行政との連携

• 防疫作業の遅れ

• 情報の伝達（臨床獣医師は蚊帳の外？）

• 家畜防疫員問題

など

よくわからんけど、うまくいってないんだ。



行政との連携

家保の立ち入り検査
• 定期巡回の日に来てもらい、聞き取り調査に同席

⇒双方の伝えたいことをつなぐ役割をする

話がつながりやすく
なり

とても助かる

農場を知っている人が
いるから安心感がある

家
保
の
獣
医
師

生
産
者

管
理
獣
医
師

ただし、なれ合いにならないように



取組の紹介

「みやざき養豚担当者連携会議」（通称ぶたさぽ）

• 県・NOSAI・宮崎大学・JAなどの養豚に関わる若手メンバー
で結成

• 定期的にテーマや課題を設けて取り組む
• LINEなどを活用して意見交換
• 有事の際の連携に役立つためにという側面も





おわりに
• 優秀な技術者の条件とは？

トラブルへの対処が早い・うまい

トラブルが起きないようにすることができる
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